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2021 年 11 月 22 日 

 

コロナ禍で変わる生活者の暮らしを当社が調査・研究 

『家事楽レポート 2021』から見えた生活動向 
～家事をこなす時間が増えた一方で、家事量やイライラも増加～ 

 

 

パナソニック ホームズ株式会社 くらし研究室では、コロナ禍の 2020 年に、生活者の暮らしの実態を

はじめ、ニーズやお困りごとについて調査を実施し、商品開発や営業活動用資料の『家事楽※レポート

2021』として発行しています。 ※「家事楽」はパナソニック ホームズ株式会社の登録商標 

 

『家事楽レポート 2021』では、「新しい生活様式での家事」に焦点を当てて、コロナ禍における生活や 

時間の使い方の実態について調査。新しい生活様式を経て、意識が変わったことと変わらないことが

見えてきました。 

他にも、一般生活者や当社の共働き社員を対象とし、家事に関する要望やコロナ禍を機に変わりつつ

ある家事の状況について、幅広く情報収集を図っています。 

 

当社では、『家事楽レポート 2021』の結果を基に、空間・アイテムの工夫で、ニューノーマルな“家事楽”

の暮らしを提案し、より一層暮らしやすい住まいやプランの新開発に繋げていきます。 

 

当プレスリリースでは、『家事楽レポート 2021』のダイジェストや、調査・研究から新しく提案した、 

ニューノーマルな“家事楽”の暮らしについて紹介します。 

 

 
ニューノーマルな“家事楽”の暮らし 提案例「ふれ愛キッチン」 
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 『家事楽レポート 2021』 結果要約・調査概要 

 家事に関する意識について、３つの変化と２つの変わらないこと 

＜変わったこと＞ 

平日、在宅勤務の隙間時間を使って家事をこなす 

 

 

 

【コロナ禍前】 

朝の出勤前や夜の帰宅後、短い時間に 

最低限の家事をこなす 

【コロナ禍】 

在宅勤務で不要になった通勤時間や仕事の 

隙間時間を使って家事をこなす 
 

1. 在宅時間の増加とともに家事の時間は増加傾向 

在宅時間が増えると時間に余裕はできたが、家事をする時間も増えたと感じる人が大半。 

食事については準備や調理時間も増えたが、食品のストック管理や整理も増えている。 
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2. 手洗い・除菌スプレー等清潔に関する行為が増えた 

 

コロナ禍前も、手洗い・うがい・

除菌スプレーをかける等の 

行為は行っていた人が多い

が、半数前後の人がコロナ禍

前より行うようになったと 

回答。 

 
 

＜変わらないこと＞ 

1. 間取りで特に不便を感じる家事は洗濯関連 

 

洗濯に関する不便さを感じる人が多く、特に洗濯機と室内干しとしまう場所との動線で 

上下階を移動している人からの声が多く見られた。 
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2. 家族みんなが家事をやるには「感謝」や「声かけ」等、コミュニケーションが変わらず大切 

 

お互い家事を教えあったり、感謝を

言葉にしたり、気持ちよく家事が 

できるようにコミュニケーションは 

必須。 

 

 

 家事に対する気持ちや思いについて 

 

家事は、「辛くて苦しいもの」「面倒なもの」というイメージが先行しますが、今回の調査では、

家事に対して前向きにとらえる意見も多くありました。家事に対する様々な気持ちを４つに 

分類してご紹介します。 

 

分類 1 気分転換 

 

気分転換のために家事をする人が半数以上いました。家族みんなで家事をしながら 

リフレッシュする人や、１人でピカピカに掃除をしたり好きな音楽を聴いたり、家事への 

取り組み方が柔軟になってきています。 
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分類 2 分担・工夫 

 

家事を役割分担していると回答した人が約半数いました。前回（20１6 年）の調査と比べると

上昇傾向が見られます。「どのように分担しているか」についての自由回答でも、具体的なや

り方を答えている方が多く見られました。 

 

 
 

分類 3 成長 

 

家事は子どもの生活力や自立心をつけるために必要だという声もよく見られました。 

覚えて欲しい家事については前回（20１6 年）の調査と変わらず「自分の部屋の片付け・掃除」

がトップでした。 
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分類 4 イライラ 

 

家族の在宅時間が増えて家にいるため、家事が思うように進まない等、イライラする気持ちも

垣間見えました。 

 
 

【調査概要】 

調査1. 夫婦での家事の取り組み状況に関する当社社員グループインタビュー 

実施時期 ： 2020 年 7 月 

対象者   ： 30 代、40 代子育て社員 

サンプル数： 8 名 

 

調査2. 在宅勤務共働き家族の家事に関するオンライン訪問調査 

実施時期  ： 2020 年 9 月 

対象者    ： 一般の在宅勤務をしている 30、40 代共働きママ(子持ち) 

居住形態  ： 戸建住宅 

対象エリア  ： 東京・神奈川・愛知 

サンプル数 ： 3 名 

 

調査3. 新しい生活様式の中での家事の実態に関するアンケート調査 

実施時期  ： 2020 年 9 月 

対象者    ： 一般の 30～40 代ママ・パパ（フルタイム共働き・子持ち） 

居住形態  ： 戸建住宅 

対象エリア  ： 全国 

サンプル数 ： 400 名 

 

調査4. テレワーク（在宅）に関する暮らしのアンケート調査 

実施時期  ：  2020 年 6 月 

対象者    ：  25 歳～ 44 歳 

居住形態   ： 持ち家（戸建） ・持ち家（集合） ・賃貸（戸建） ・賃貸（集合） 

対象エリア  ： 首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉） 

サンプル数  :  1,052 名 
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調査5. 2016 年調査概要 

実施時期   ： 2016 年 5 月 

居住形態   ： 戸建て 

対象者    ： 一般の 20～40 代 ママ・パパ 

(夫婦共に週 30 時間以上の勤務・子有り) 

対象エリア  ： 全国 

サンプル数  ：  計 1,080 名 

 

調査主体 ： パナソニック ホームズ株式会社 くらし研究室 

 

 ニューノーマルな暮らし方の“家事楽”について 

当社はコロナ禍で実施した生活調査結果をまとめた『家事楽レポート 2021』を基に、“ニューノーマ

ルな暮し方の家事楽”として整理。従来の提案の中でも特に、4 つの空間について強化提案して

います。この提案は、営業や設計活動において、お客様ごとに異なる暮らしのニーズやお困りごと

に対応する当社のノウハウとして、今後もより一層の現場活用とレベルアップを図っていきます。 
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◎「家事楽スタイル」の詳細はこちら 

https://homes.panasonic.com/common/kajiraku/ 

“リビング収納” 


